
 

 

 

 

自分自身を顧みる心のゆとり 
曇りのち雨、曇りのち晴れというようなすっきりしない天気が続いています

が、１年生の朝顔はやさしい色で咲き、２年生のミニトマトはかわいい実をつ

けています。植物がたくましく伸びゆく様に、私は毎朝元気と希望をもらって

います。 
さて、４月から６月の間にたくさんの来校者を迎えました。その方々は、「玄

関・廊下・掲示物がすっきりしていて気持ちいいですね。」と言ってくださいま

した。また、子どもたちの靴箱を見られ、「一人一人の靴が揃っています。素晴

らしいです。」と感心されていました。とても嬉しいことです。子どもたちは毎

日、上靴と下靴を何度も出し入れしていますが、靴がちゃんと揃って靴箱にし

まってあるのです。靴箱だけではなく、身体測定や検診をする時も上靴を脱い

で部屋に入る時は、綺麗に靴を揃え並べるようになっています。トイレのスリ

ッパもお互いに気にかけ注意しあっています。当たり前の事ですが、みんなが

当たり前のように続けることは本当に難しいことです。私自身「靴箱は、心を

うつす鏡」のようなものであると考えています。 
「脚下照顧（きゃっかしょうこ）」、お寺の本堂の上り口やお手洗いなどで時

折、目にする熟語です。玄関で「足元をよく見ましょう」とか「履物を揃えま

しょう」の注意書きではありますが、真意は深く「脚下」とは「自分自身」を

指し、「照顧」とは「省みてよく見る」という言葉だそうです。自分の足元を顧

みるとは、「我が身・我が心」を振り返り、よく見極めて事に当たれと教えられ

ました。「反省の無い者に、向上は無い」と言われます。まず自分の足元に気を

つけよと、大切な事をあらためて私たちに示してくれる場が玄関なのかもしれ

ません。 
 どんなに忙しくとも、履物を揃える心のゆとりが欲しいものです。心にゆと

りが生まれてこそ、まわりに気持ちを奪われず自分を見つめ、人から足元を見

られ掬（すく）われることなく、自分の地歩を固めることも可能です。これか

らも子どもたちに身につけさせたい習慣です。 
 玄関の履物が揃っていると、家の人も訪ねて来た人も気持ち良く、みんなの

心も落ち着きます。「履物を揃えて脱ぎましょう。履物が乱れていたら、そっと

揃える心のゆとりを持ちましょう。」子どもたちと私たち大人も実行したいこと

です。 
「脚下照顧」 履物を揃えることで始まる何かがあるはずです。 
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